
品川失語症友の会 
☎ 03-6303-6350   ファックス： 050-3730-9970　 
メール: shinagawa@shitsugo.net　
ホームページ：http://shitsugo.net/shinagawa

主催： 

今回の活動は「平成 29 年度品川区地域振興基金を活用した区民活動助成
対象事業」の支援を受けています。

品川区　
NTT東日本関東病院    NPO法人日本失語症協議会　
一般社団法人 東京都言語聴覚士会
品川区リハビリテーションネットワーク～品の輪～
横浜失語症者のコミュニケーションを支援する会
一般社団法人 結ライフコミュニケーション研究所

後援：  
＊は予定

＊

＊

＊

＊

失語症のある方は、言いたいことがあるのに、うまく言えなくてあきらめてしまうことがあります。そんな時
どんな工夫をすれば、失語症のある方の意思を聞き取ることができるかをご一緒に考え、演習しましょう。
意思疎通が出来た時には、お互いに心から嬉しいのが、コミュニケーションの特徴です。
また、来年度から失語症者向け意思疎通支援者の養成が始まります。失語症のある方への支援についての
理解はまだまだ不足しています。まずあなたから、意思疎通支援について学んでみませんか？

言語聴覚士  横浜失語症者のコミュニケーションを支援する会 会長
大田区立障がい者総合サポートセンター　

・講演　　　　「うまく話せない方と会話を楽しむ工夫」 松元 瑞枝 先生

・展示相談会　　団体・企業による展示・相談会
関連団体の活動の展示や、コミュニケーション支援や訓練等の機器展示・相談コーナーを設けます　
展示協力： NPO法人日本失語症協議会　生活工房ひとくふう　
                 アドバンプレス　エスコアール　オフィス結アジア　シマダ製作所　まがりや（陶來）

（ 品川区立総合区民会館 ）☎ 03-5479-4100
  東京都品川区東大井 5-18-1   大井町駅前

2017 年12 月 2 日 （土）
10 時 ～16 時   
きゅりあん  ６階  大会議室  

入場 無料     講演会 定員 80名
 失語症に興味のある方もない方も、どなたでもお越しください

¥

もっと知ってもらおう失語症

でかけ隊

講演会＆展示相談会
ゆめ いっぱい   ゆっくり いっぽずつ 

2017秋



協議会は日本全国の仲間連携し、失語症福祉環境整備の為、国への陳情を重ねています。

ユニバーサルデザインを要とし、個々の生活がより快適になるようアイディアを紹介しています。

意思伝達支援ノートがタブレット用アプリに! 単語は写真に撮って追加できます!!

絵カードにタッチで発声する音声ペン等の失語症訓練教材や失語症関連書籍を展示。

「指伝話メモリ」などのコミュニケーションアプリや滑り止めシート「スベラナイト」、見て触れてください。

失語症の回復を願って作られた、簡単に使える在宅用の会話補助＆言語訓練器です。ぜひお試しください。

デザインが不便をカバーする美しい陶器の食器。スプーンですくいやすいと好評の「てまる」お試しください。

コミュニケーションや、訓練、ちょっとした工夫で便利になるものを展示紹介しています。お気軽にご相談ください。
団体・企業による展示・相談コーナー

NPO法人日本失語症協議会
生活工房ひとくふう
株式会社アドバンプレス
株式会社エスコアール
有限会社オフィス結アジア
株式会社シマダ製作所
まがりや（ 陶來：とうらい ）

ゆっくり いっぽずつ 

ゆめ いっぱい 
でかけ隊 とは

　　失語症（※）の人が、家族や付添いの介護力に頼らず、できるだけ自分で活動することを促す活動です。

※失語症は、脳卒中や脳外傷により、一度獲得した言語能力（聞いて理解する・言いたいことを話す・読んで理解する・
文字を書いて表現する・計算する）に支障が出てしまった状態です。そのため、言葉を使った日常的な活動の多くが
失語症者にとっては困難になります。

　2016年3月8日に開催された最初の企画は、レストランで自分で食事を注文・支払いをすること、身近な人へ感謝の気持ちを込めた
プレゼントを自分で選んで買うこと  でした。まだまだ世間に認知されていない 失語症 を皆さんに知ってもらい、失語症という
言語障害が残っても安心して暮らせる街を作りたい、との思いから、言語聴覚士を中心に企画されました。当日は、家族と離れ、
言語聴覚士を目指す学生ボランティアとともにショッピングモールで買い物と食事を楽しみました。その様子は夕方のNHK
テレビでも紹介されました。　

　　　　　　　　外出の練習をする　　  →　外出するために必要なことを身につけよう。
　　　　　　　　失語症を知ってもらう　→　暮らし易い社会を作ろう。
　　　　　　　　みんなで楽しむ　　　  →　失語症の仲間を応援しよう。

   　　　　　　　　　　　　　　　脳卒中や外傷等で、読む、書く、話す、聞く事が難しく
なった人とその家族が月に1度集まる場で、昭和58年4月に設立されました。言語聴覚士の指導
の下、毎月テーマに基づいたスピーチを行い、一緒にお茶を飲みながら会話を楽しんだり、
話しを促すようなゲームを楽しんだり、歌を歌ったりしています。 年に2回程度、日帰りや1泊の
旅行にも出かけます。  毎月第4土曜日の13:30～15:30、品川区立心身障害者福祉会館
（旗の台）で活動しています。見学は随時受け付けています。お気軽にお越しください。

品川失語症友の会   

松元 瑞枝 先生
大阪医科大学、横浜旭中央総合病院での25年の臨床従事、学校法人・専門学校首都医校言
語聴覚学科での後進の養成、平成30年度から国と都道府県が主催する失語症者向け意思
疎通支援者養成事業での中心的な担い手となるなど、幅広く活躍されています。
「横浜失語症者のコミュニケーションを支援する会」のほか、各地での「失語症会話パートナ
ーについて」の講演等を通して、失語症など言語障害についての理解を深める活動をされ
ています。

講演者

10:00 - 14:00 
  企業展示・相談コーナー
  スタンプラリー

Time Table

休憩スペースもご利用ください

失語症の方とのコミュニケーション講座
   「うまく話せない方と
　　　　　　会話を楽しむ工夫」

14:15 - 16:00
  講演会


